




Changes in readiness for parenthood among adolescents undergraduate nursing students 

























































































13 項目」の合計 22 項目の得点より得られた親と
しての役割を遂行するための資質とする。
青年期：厚生労働省（健康日本 21）14）の区分 15 歳


































看護学生 2017 年 3 年次 88 名、2018 年 3 年次 84 名。
同意書と実習前後ともに調査票が提出された 2017
年度 61 名（回収率は 69.3％）、2018 年度 65 名（回
収率 77.4％）のうち、25 歳以上の学生、出産や育
児経験のある学生 1 名を除外した 2017 年 60 名（男
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性 16 名女性 44 名、年齢 21±1 歳）、2018 年 65 名
（男性 11 名、女性 54 名、年齢 21±1 歳）を分析対
象とした。
3．調査期間





















項目」、「育児への積極性 13 項目」の合計 22 項目か
ら構成され、信頼性と妥当性が確認されている 13）。
選択肢は「全くあてはまらない」1 点～「非常に
あてはまる」5 点の 5 段階評定法とし、得点範囲
は 22 点～ 110 点（乳幼児への好意感情 9 点～ 45 点、
























男性 27 人（21.6％）、女性 98 人（78.4％）であった。



















































川瀬 6）による社会心理学受講大学生 163 名に実施
した調査では子育て体験をもつ学生は 21.5％、宮
良ら 11）の看護学生 70 名前後（実習前 75 名、実習












女子学生 98（78.4） 44（73.3） 54（83.1）
男子学生 27（21.6） 16（26.7） 11（16.9）
きょうだいの構成　弟妹が
いる 64（51.2） 29（48.3） 35（53.8）
いない 61（48.8） 31（51.7） 30（46.2）
身近に3歳までの子ども
いる 20（16.0） 9（15.0） 11（16.9）
いない 105（84.0） 51（85.0） 54（83.1）
中学や高校での保育体験実習で遊んだ経験
ある 46（36.8） 20（33.3） 27（41.5）
見学・なし 79（63.2） 40（66.7） 38（58.5）
乳幼児の世話のボランティアで遊んだ経験
ある 35（28.0） 18（30.0） 17（26.2）
見学・なし 90（72.0） 42（79.0） 48（73.8）
母性看護への興味
ある 77（61.6） 33（55.0） 44（67.7）
普通・なし 48（38.4） 27（45.0） 21（32.3）
子どもについて興味
ある 92（73.6） 44（73.3） 48（73.8）


















総得点 全体 125  88( 77, 96)  91(81,98) ＜0.01
性別 女子 98(78.4)  89( 81, 97)  94(85, 99) ＜0.01
　 男子 27(21.6)  77(69, 92)  83(67, 89) 0.17     
きょうだい構成　弟または妹の有無 いる 64(51.2)  92( 81, 98)  95(86, 100) ＜0.01
　 いない 61(48.8)  86( 74, 93)  87( 76,96) 0.03     
身近に3歳までの子ども いる 20(16.0)  92(85, 96)  93(89, 100) 0.06     
　 いない 105(84.0)  88(76, 96)  89(78, 98) ＜0.01
中学や高校での保育体験実習の経験 遊んだ 47(37.6)  92(82, 98)  97(86, 101) ＜0.01
　 なし、見学のみ 78(62.4)  86(75, 95)  88(77, 96) 0.02     
ボランティアの経験 遊んだ 35(28.0)  94(87, 99)  97(87, 101) 0.11     
　 なし、見学のみ 90(72.0)  86(75, 94)  88(77, 96) ＜0.01
母性看護への興味 あり 77(61.6)  92(85, 98)  95(87, 100) 0.04     
　 普通・なし 48(38.4)  76(66, 88)  83(71, 93) ＜0.01
子どもについての興味 あり 92(73.6)  92(85, 97)  92(86, 99) 0.11     








乳幼児の好意感情得点 全体 125  41(34, 45)  44(36, 45) ＜0.01
性別 女子 98(78.4)  43(35,45)  45(39, 45) ＜0.01
　 男子 27(21.6)  34(27, 41)  37(29, 44) ＜0.01
きょうだい構成　弟または妹の有無 いる 64(51.2)  44(35, 45)  45(41, 45) ＜0.01
　 いない 61(48.8)  36(33, 43)  42(34, 45) ＜0.01
身近に3歳までの子ども いる 20(16.0)  44(37, 45)  45(41, 45) 0.02     
　 いない 105(84.0)  40(34, 45)  44(36, 45) ＜0.01
中学や高校での保育体験実習の経験 遊んだ 47(37.6)  43(36, 45)  45(42, 45) ＜0.01
　 なし、見学のみ 78(62.4)  39(32, 45)  43(34, 45) ＜0.01
ボランティアの経験 遊んだ 35(28.0)  44(40, 45)  45(43, 45) ＜0.01
　 なし、見学のみ 90(72.0)  37(32, 45)  43(34, 45) ＜0.01
母性看護への興味 あり 77(61.6)  44(38, 45)  45(42, 45) ＜0.01
　 普通・なし 48(38.4)  34(27, 40)  37(31, 45) ＜0.01
子どもについての興味 あり 92(73.6)  44(36, 45)  45(42, 45) ＜0.01



















































育児への積極性得点 全体 125  48(42, 53)  49(41, 55) 0.21   
性別 女子 98(78.4)  49(43, 53)  51(42, 56) 0.04   
　 男子 27(21.6)  43(37, 50)  41(38, 50) 0.37   
きょうだい構成　弟または妹の有無 いる 64(51.2)  50(43, 54)  51(42, 56) 0.12   
　 いない 61(48.8)  47(40, 52)  46(41, 52) 1.00   
身近に3歳までの子ども いる 20(16.0)  50(47, 53)  51(46, 58) 0.10   
　 いない 105(84.0)  47(41, 53)  47(41, 55) 0.58   
中学や高校での保育体験実習の経験 遊んだ 47(37.6)  49(43, 54)  52(42, 57) 0.16   
　 なし、見学のみ 78(62.4)  46(41, 52)  47(41, 53) 0.63   
ボランティアの経験 遊んだ 35(28.0)  52(45, 55)  52(44, 57) 0.57   
　 なし、見学のみ 90(72.0)  47(41, 52)  48(41, 54) 0.25   
母性看護への興味 あり 77(61.6)  55(45, 54)  51(45, 56) 0.17   
　 普通・なし 48(38.4)  43(37, 49)  42(38, 51) 0.66   
子どもについての興味 あり 92(73.6)  50(44, 53)  51(43, 55) 0.60   
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Purpose : To identify the related between changes and attributes in students’readiness for parenthood after 
training in maternity and childcare in the community in maternal nursing practice.
Method : A longitudinal survey was conducted to investigate readiness for parenthood among 60 in 2017 and 
65 in 2018 third-year undergraduate nursing students before and after training. We compared the total score 
of 22 items The Readiness of Parenthood Scale and the subscales “the affection towards babies”, “the child-
rearing drive” before and after training for each attribute.
Results : The readiness of parenthood score before training in maternity and childcare in the community 
was significantly higher after the training. The male student's the readiness of parenthood score increased 
after the training, but there was no significant change. On the subscales, the scores for “affection towards 
babies”changed significantly for all attributes, but the scores for“the child-rearing drive”; did not changes 
significantly except for female students.
Discussion : It was suggested that training in maternity and childcare in the community develops the 
readiness of parenthood of nursing students. In attributes, It is necessary to provide guidance that focuses on 
gender, interest in children and maternal nursing in students.
Keywords：readiness for parenthood, maternity nursing training, parenting support
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